
日本循環器学会会員の皆様 

 

第 257 回日本循環器学会関東甲信越地方

会を主催いたしました順天堂大学循環器内

科の南野徹です。2020 年 9 月 5 日に無事、

盛会裏に終えることができましたので、ご

報告いたします。最終的な登録者数は、

1,774 名でした。 

今回の開催では、初めて 36 セッション

をすべて完全 Web（live 配信）で行いまし

た。配信の現場の状況は写真の通りです。

オンデマンドと比較してコストが高くな

るのが問題点ですが、今回会場を５つに拡

大し、10 件の共催セミナーによる収入を得

ることでなんとか賄うことができました。 

また、今回初めて若手によるプログラ

ム委員会を立ち上げ、虚血や SHD、心不全、

不整脈分野において 5 つのセッションと教

育講演に関して、素晴らしい企画をしてい

ただきました。この場をお借りして改めて

御礼申し上げます。教育講演の一つには、

元日本循環器学会理事長小川久雄先生にお越しいただき、今後の循環器臨床研究の展望に

ついてお話しいただきました。440 名を超える視聴があり、今後も Web 併用による開催の

可能性を示唆するものと感じました。 

 コロナ禍以前より、2 つの海外招聘講演を予定しておりましたが、今回は残念ながら Zoom

による講演としていただきました。幸いどちらの講演者もヨーロッパの方でしたので、時差

の関係上、Zoom による質疑もおこなうことができたことは、不幸中の幸いであったと感じ

ています。 

 若手に対するAwardについては、これまでの４つのAwardに加えて、今回新たにWomen’s 

Award と Basic・Translational Research Award を企画させていただきました。レベルの高

い多数の応募があり、プレゼンテーションも素晴らしかったのですが、懇親会で受賞者を発

表できなかったことは残念でした。受賞された先生方のますますの発展を祈念しておりま

す。 

 最後になりますが、今回コロナ禍のなかにもかかわらず、多数の先生方にご参加していた

だいたことを御礼申し上げるとともに、一刻も早い収束を願っております。 


